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科ロコー ド 423 (2018年 度 前期)

音楽学部 音楽学科 吉田 峰明 ソルフェージュIa

質問 7:授 業の目標説明とシラバスに沿つた実施

質問 8:教 員の授業時間遵守

質問 9:教 員の志し方

質問10:教 材 ・機器 板 書等の効果的な使用

質問1l t教 員の説明のわかけ易さ

質問12:教 員の授業環境に対する配慮 (私語の注意等)

賞濁13:質 問機会の確保と賃間への適切な対応

質問14:学 生の理解度の確認と授業への反映

質問15:(自 分は)授 業を理解できたと思うか

質問16:授 業は興味 ,関心 ,意欲を引吉出したか

質問17t新 しい知識 技 術 ・理論等の習得への有用性

質問18:(自 分は)授 業に真面目に取り組んだと思うか

質問19:授 業内容や到達目標を理解して受講したか

質問20:欠 席回数 (0回 →5ポ イント、 1回→4、 2回 → 3… )

質問21:授 業の予習 復 習をおこなったか

質問22:レ ポー ト・課題等に積極的に取り組んだか

質問23:私 語 ・携帯電話等の自粛、教員及び他者の発言傾聴
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学 ! 部 名 学 科 名 担当者名 科 目  名 履修者数

音楽 音楽 吉日峰明 ノルフェージュ Ia 9名

2018年度前期授業評価アンケー ト集計結果 :教 員による分析 '評価と2019年度に向けての取り組み

I.分 析と評価

授業評価はほとんど 4.7以 上であったため、若千ながら低めの項目について検証する。「教員の授業

環境に対する配慮 (私語の注意等)」で 4.0が あつたが、やや他学生態度の気になる学生がいたのだと

思う。ただ聴音という、音の聴き取り討1練では、夢中になるあまり他者への配慮が難しい学生がいても

仕方なく、こちらから注意するのも障られる。が、全員が集中して取り組めるよう、環境には引き続き

理慮していく。「授業は興味 ・関心 ・意欲を引き出したか」で4.4、「(自分は)授 業を理解できたと思う

か」で4.6が あったことについて、これも音楽基礎能力Hlli練の授業である以上、なかなか難しいところ

である。受講生が半ば楽しく学べるよう、いろんな手法を開拓していきたい。

受講態度では 「欠席回数」「授業の予習 ・復習を行つたか」でやや低いポイントがあった。欠席回数

については、木曜日の1・ 2限 目に新戸町で、ということからやや苦手な学生がいたのだと思う。予習

復習も、なかなか自律的に行いにくい科目ではあるが、必要なこととしてこの先、指導を徹底していく。

工.2019年 度に向けての取り組み

2019年度担当予定科目名 : ノ ルフェージュIa

他教員との分担担当であるため、この科目については継続して検証していきたい。担当クラスも今回

は■年生の一番基礎的なクラスであったが、2019年 度は未定なため、受講生たちの能力と授業内容と

の関連性における検証は意義があることだと思う。
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